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８区を走る上原選手
（三角駅前〜旧大岳小学校前）

３区を走る永井選手
（天草とれたて市場前〜天草厚生病院前）

村から引き渡された積載車

今月の表紙

　今月の表紙は、村内
３つの保育園が集まっ
た交流会での１枚で
す。最初は、緊張して
いる様子でしたが、レ
クレーションを通して
笑顔が溢れる会となり
ました。
　詳しくは、７ページを
ご覧ください。

相良村の人口と世帯
（2月末現在）

相良村相良村
面積：94.54㎢面積：94.54㎢

（）内は、先月末との差
※外国人住民を含めた集計です。

村の中央を美しい川辺川が流れる
緑豊かな盆地です。

村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

世帯数 1,578世帯 （+4）
男　性 1,914人 （−1）
女　性 2,098人 （+5）
　計 4,012人 （+4）

スマホで広報紙
が読めるアプリ

　第 50 回郡市対抗熊日駅伝大会が開催され、天草市役所
前のスタートから熊本市の熊日びぷれす会館のゴールまで、
全長103.3kmを19郡市が争いました。球磨郡は６位でゴー
ル。３年ぶりとなる入賞となりました。
　相良村からも球磨郡代表として、２選手が出場。永井駿
さん（平原）が３区（11.3km）を、上原健太郎さん（新村）
が８区（10.0km）を力走し、ゴールまでタスキを繋ぎました。

　消防団第１分団第３部に小型ポンプ積載車の引き渡し式
が行われました。吉松啓一村長から山下修団長（松馬場）に
積載車のカギが授与され、その後、山下団長から第１分団の
上村淳分団長（十島）へ授与されました。
　吉松村長は「１部団３部の積載車は35年と長く使用され
てきた。水利の確保や中継など、消防団としての役割をはた
していただけば」と述べられ、山下団長は「購入していただき
ありがとうございます。これからの消防団活動に活用して
いきます」と謝辞がありました。

地域の安心と安全のために
消防団第１分団第３部

小型ポンプ積載車引き渡し式
1/

30㈫

2/
11㈰

郡市対抗熊日駅伝
村内から２選手が出場！相良中学校  卒業式

〜卒業おめでとう〜

　

３
月
10
日（
日
）、相
良
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

男
子
16
人
、女
子
11
人
の
計
27
人
が
新
た
な
一
歩
を
歩
み

出
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
の
椎
葉
萌
夏
さ
ん（
松
葉
）は「
こ
の
学

び
舎
で
過
ご
し
て
き
た
３
年
間
は
、先
輩
方
を
支
え
る

経
験
で
あ
り
、財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
、ど
ん
な
時
で
も

前
へ
と
力
強
く
戦
い
抜
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、宮
原
一
心
さ
ん（
松
馬
場
）が

「
期
待
と
不
安
を
胸
に
入
学
し
て
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、

卒
業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
、私
た
ち
は
、

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
思
い
出
の

全
て
が
宝
物
に
な
る
で
し
ょ
う
。
４
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
日
常
を
歩
い
て
い
き
ま
す
。
宝
物
を
大
切
に
心
に
し
ま

い
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。新たな一歩を踏み出す

恩師との別れ 卒業生代表であいさつをした
宮原さん

証書は四浦和紙保存会から
贈呈された和紙で作られています

卒業証書授与
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「心かよう、むらづくり」
吉よ

し
ま
つ松   

啓け
い
い
ち一   

村
長

２
期
目   

始
動

当選証書を受け取る吉松村長 花束を受け取る吉松村長

　

四
季
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す

花
々
が
咲
く
時
期
に
な
り
ま
し
て
、村
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
忙
し
く

な
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

「
心
か
よ
う
、村
づ
く
り
」を
掲
げ
、村
民

の
皆
様
方
の
ご
支
持
に
よ
り
、当
選
さ

せ
て
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
も
２
期
目
と
な

り
、35
年
ぶ
り
の
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、国
・
県
及
び
村
内
外

に
向
け
て
相
良
村
は
ま
と
ま
っ
て
行
く

表
れ
で
あ
り
、非
常
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、心
か
よ
う
村
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、振
興
計
画
や
熊
本
県
か
ら

の「
相
良
村
振
興
に
対
す
る
取
り
組
み
」

１
９
０
項
目
、１
１
２
億
円
以
上
の
事

業
支
援
な
ど
を
踏
ま
え
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆ 

道
路
整
備 

◆

　

国
道
４
４
５
号
と
川
辺
川
は
、人
で

言
い
ま
す
と
背
骨
で
あ
り
血
流
で
あ
り

ま
す
。
国
道
の
改
良
や
河
川
改
修
を
図

り
、村
道
、農
道
は
基
よ
り
国
道
、県
道

な
ど
計
画
的
な
道
路
改
良
や
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
道
は
、平
原
十
島
線
の
平
原
側
、井

沢
線
、松
馬
場
朝
ノ
迫
線
な
ど
の
改
良
。

国
道
で
は
、４
４
５
号
の
四
浦
平
川
前

の
か
さ
上
げ
、運
動
公
園
か
ら
Ｊ
Ａ
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
近
く
ま
で
の
バ
イ
パ

ス
計
画
、松
馬
場
か
ら
上
下
坂
ま
で
の

歩
道
設
置
。
県
道
で
は
、相
良
人
吉
線

の
初
神
か
ら
小
柏
下
ま
で
の
区
間
・
小

枝
深
水
線
等
の
早
期
改
良
、人
吉
水
上

線
柳
瀬
橋
木
上
間
の
直
線
改
良
も
計
画

し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

農
林
業 

◆

　

棚
葉
瀬
・
井
沢
の
石
綿
管
改
修
、
高

原
・
新
並
木
・
井
沢
の
基
盤
整
備
、
農

業
用
水
路（
川
辺
西
溝
・
柳
瀬
西
溝
・

飛
行
場
用
水
路
）の
整
備
と
基
幹
林
道

の
新
設
、農
林
業
の
担
い
手
育
成
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、鳥
獣
害
被

害
対
策
と
し
て
、捕
獲
隊
と
の
連
携
強

化
や
防
護
柵
補
助
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆ 

教
育
文
化 

◆

　

国
指
定
十
島
神
社
・
県
指
定
権
現
神

社
と
そ
の
周
辺
整
備
を
実
施
し
、雨
宮

神
社
の
森
の
名
勝
指
定
を
進
め
ま
す
。

通
学
時
の
安
全
対
策
を
実
施
し
、中
学

卒
業
祝
い
金
制
度
を
計
画
し
ま
す
。

◆ 

環
境
整
備 

◆

　

上
四
浦
振
興
・
四
浦
地
区
の
交
流
施

設
整
備
を
計
画
し
、川
辺
川
を
活
か
し

た
魅
力
創
造
事
業
と
し
て
、廻
地
区
に

河
川
公
園
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、遊

水
地
の
利
活
用
も
図
り
ま
す
。

◆ 

防
災
・
減
災 

◆

　

川
辺
川
の
河
道
掘
削
、
堤
防
か
さ

上
げ
な
ど
の
改
修
し
、
避
難
地
・
避
難

路（
永
江
・
中
央
・
平
原
・
新
村
・
十
島

地
区
）
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
移
転

対
策
及
び
移
住
定
住
を
目
的
と
し
た

宅
地
整
備
、
村
営
住
宅
の
新
設
を
図

り
ま
す
。

◆ 

保
健
福
祉 

◆

　

住
民
健
診（
が
ん
ド
ッ
ク
・
個
別
・
集

団
）の
充
実（
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

支
援
体
制
整
備
）、
女
性
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
産
科
婦
人

科
医
療
の
連
携
を
図
り
、不
妊
治
療
費

助
成
と
産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
方
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、助
産
師
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
充
実
し
、村
内
外
の

医
療
機
関
と
協
力
し
、在
宅
医
療
体
制

を
整
備
し
ま
す
。
年
寄
り
の
紙
お
む

つ
支
給
範
囲
拡
大
し
、配
食
サ
ー
ビ
ス

や
買
い
物
支
援
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
社
会
の
拡
大
に
対
し
、心
の

病
を
予
防
す
る
た
め
に
、中
学
生
か
ら

大
人
ま
で
年
齢
層
を
拡
大
し
た
診
療

機
会
を
増
や
し
、高
齢
者
・
障
が
い
者
・

児
童
、・
生
活
困
窮
者
等
を
一
体
的
に

支
援
し
、健
康
づ
く
り
事
業
を
強
化
す

る
た
め
に
専
門
職
員
を
確
保
し
、住
民

健
診
、早
期
治
療
の
支
援
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

◆ 

そ
の
他 

◆

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

（
働
く
場
の
確
保
）を
進
め
、川
辺
川
を

活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り

組
み
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
民
営

化
を
進
め
、交
通
体
系
整
備（
福
祉
巡
回

バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
・
タ
ク
シ
ー

券
等
）に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
質
日
本
一
17
年
連
続
の
清
流
川
辺

川
を
安
全
で
安
心
で
き
る
川
と
し
て

子
々
孫
々
に
残
し
ま
す
。

　

村
財
政
の
健
全
化
を
図
り
つ
つ
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
を
基
本
と
し
ま
し

て
、早
急
に
で
き
る
も
の
か
ら
取
り
組

み
、「
安
全
で
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
」

に
向
け
、村
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を

尊
重
し
、議
会
と
協
調
を
図
り
、役
場
職

員
の
知
恵
、ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、一
歩

づ
つ
着
実
に
村
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

村
長
就
任
の

　
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
（
令
和
６
年
３
月
23
日
付
）
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むらの話題 むらの話題

  「緑の流域治水」に関する職員研修を行いました

　２月７日（水）、総合体育館１階研修室で、「緑の流域治水」に関する村職員を対象とした研修会が行
われました。「緑の流域治水」について村職員の知識と理解を深めるため、村から国土交通省九州地
方整備局川辺川ダム砂防事務所と八代河川国道事務所、熊本県土木部河川港湾局河川課へ協力を依
頼。吉松村長は「さまざまな治水対策が行われている。村民の方々に聞かれた場合に答えられるよ
うになっていただきたい」とあいさつ。
　国土交通省からは「流水型ダムに関する環境影響評価準備レポート概要」や「遊水地及び遊水機能
を有する土地の整備について」などを、県からは「河川整備の取組み状況について」の説明がありまし
た。その後、各事業に対して意見交換を行い、参加した職員は、「緑の流域治水」について理解を深め
ました。

研修を受ける職員たち 吉松村長のあいさつ

　相良南小学校体育館で、３年生以上の児童を対象
にした「ドローン×プログラミング教室」を開催しました。
当日は、およそ30人の親子が参加。相良南小学校の
家庭教育委員が主催となり、子どもたちがドローンに触
れ、またプログラミングへ興味を持ってくれることを目的
に行われました。
　講師には、パソコン教室ポケット（錦町）の古川キヨ美
さんを招き、タブレットなどを使ってドローンに設定を行
い、操作を行いました。最初は、操縦などに苦戦してい
ましたが、呑み込みが早く、スムーズに操縦をしていまし
た。参加した児童は「プログラミングは少し難しかった
ですが、楽しかったです」と話していました。

　春季全国火災予防運動の一環として相良村消防
団による防火パレードが行われました。
　役場前に山下修消防団長（松馬場）をはじめとし、
第１分団から第８分団の分団長・副分団長と女性消
防隊が集合しました。

ドローンやプログラミングに触れる子どもたち
　ふれあいセンターで相良村認定農業者連絡協議
会主催の「相良村長・産業振興課との意見交換会」が
開催されました。
　吉松村長は「物価高騰により農業関係者は大変だと
思うので、様々な意見を出して欲しい」とあいさつ。
　当日は各団体から17人が参加。「水稲以外への
農薬散布は出来ないか」「資材高騰に対する補助を
頂けないか」「鳥獣被害が多くて困っている」などの
意見が出されました。
　意見交換会終了後、宮原洋会長（井沢）は「各部会
の問題点や農業に関する課題を様々な角度から話
していただき、有意義な時間となった」と話されて
いました。

　柳瀬構造改善センターで、幼保小連携事業の一環と
して、村内３つの保育園（暁保育園、なつめ保育園、四
浦保育所あざみ園）の交流会が行われ、４月から１年生
となる園児21名が参加しました。
　暁保育園の江口園長は「楽しいことを計画している
ので、たくさんお友達を作ってください」とあいさつ。
　交流会では、自己紹介のあと、じゃんけんや手を繋い
でダンスを踊ったりするなど、レクリエーションを行いまし
た。最初は、緊張している様子でしたが、レクリエーショ
ンを通して互いに打ち解けあい、交流会を楽しんでいま
した。

各団体の代表者との意見交換を行う

ボールを使ったレクリエーションの様子

2/
25㈰

3/
４㈪

村の農業の未来を語る
農政意見交換会

2/
１㈭

相良南小学校
ドローン×プログラミング体験

火災ゼロを目指して
村春季防火パレード

　相良北小学校に隣接する生涯学習センターで、四浦
和紙保存会（本田哲彦会長）の指導のもと、北小学校
の児童11人が21日（水）に１年生から４年生、22日（木）
に５、６年生が四浦和紙の紙すきを行いました。
　卒業式で授与される卒業証書とはがき作りの２種類
に挑戦。高学年は慣れた手つきで作業を進めていま
した。
　６年生の岩本紫音さん（中四浦）は「紙をはがす作業
が難しかったですが、上手にできてよかったです」と話し
ていました。

丁寧に紙すきを行う北小の児童たち

伝統の紙すきに挑戦
相良北小学校　四浦和紙すき体験

友達をたくさん作ろう
保育園交流会

2/
27㈫

2 / 21㈬
2 / 22㈭

3/
６㈬

　柳瀬新村地区に設置された県営柳瀬地区ほ場整備事
業竣工記念碑の完成式が行われました。完成式には、吉
松村長と当時の換地委員11名が出席。当事業は、平成
18年に工事完了していますが、竣工記念碑の設置をしてお
らず、度重なる水害を経て、ようやく実現しました。土台の
石は、相良村役場から出土した石を再利用し、枕木はくま川
鉄道から提供された路線の枕木を利用しています。
　吉松村長は「災害で設置が遅れていたが、完成が喜ばし
い。この地区の米は昔からおいしいと言われているので、
これからも頑張って営農してもらいたい」とあいさつ。換地
委員を代表して平田春喜さん（新村）は「当時設置すること
が叶わなかったが、村の協力で設置できたことは大変ありが
たい」と感謝を述べられました。

完成した記念碑と当時の換地委員の皆さん

県営柳瀬地区ほ場
整備事業
竣工記念碑完成式
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復興の力に！！能登半島地震　被災地派遣レポート

　

　

相良村小・中学校の図書館は地域の方もご利用いただけます！お気軽に学校図書館へお越
しください。総合体育館にも図書コーナーがあり、本を借りることができます。ぜひご
利用ください。
おすすめの本の紹介

☆ご利用についてのお尋ねがあれば、各学校にお問い合わせください。
南小：冨久 （ 0966－35－0009 ）　北小：東 （ 0966－36－0122 ）　中学校：鵜口 （ 0966－35－0050 ）

いこいいこい
図書館図書館

　ある日の夕方、帰宅したお父さんが目にした光景は…
　犬が猫を追い回し、四人兄弟は大ゲンカ。散らかる部
屋で何があったのか？理由を聞いても、みんな「自分は
悪くない」というばかり。
　言い訳できない犬と猫も巻き込んだ大騒動の行方は
どうなるのか？
　一つ一つ原因を紐解いてゆくと「けんかのたね？」に
たどり着く。
　疲れたお父さんが最後に見る光景とは…
　う〜ん、なるほどと思えるのか。日常でも起こりそう
なひとコマを描いた一冊です。

北小学校　
東先生のおすすめ

「けんかのたね」
ラッセン・ホーバン（作）
小宮  由（訳）
大野  八生（絵）　

相良中学校　
鵜口先生のおすすめ

「おきなぐさ」
宮沢  賢治（作）
陣崎  草子（絵）

　早春に咲く「おきなぐさ」は、ネコヤナギの花芽
のような銀のビードロの毛で覆われていて、太陽
の光が射すと毛の輝きが変化します。
　うつむくようにひっそりと咲く静かで可憐な
花です。
　この本は「おきなぐさ」の一生を通して、命の大
切さをそっと感じさせてくれます。宮沢賢治の
文にも自然に対する敬意を感じられずにはいら
れませんが、装丁・挿絵もとても素敵です。是非、
手に取ってみてください。

　令和６年１月１日（月）午後４時10分、石川県能登半島において最大震度７の揺れを観測する地震が発生。激
しい揺れによる建物の倒壊、さらに津波が発生し甚大な被害をもたらしました。
　世界中から復旧に向けて支援活動が行われる中、相良村内においても住民の皆様の協力をいただき、義援金を
被災地へ届けました。また、人的支援として２月中旬に村職員１人を被災地へ派遣しました。現地の様子や活
動内容を紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでの義援金額274,523円（２月22日時点）

『一日でも早い復興を願って』　教育委員会　主事　竹崎　俊也　

　２月４日㈰から12日㈪までの約２週間、熊本県・市町村合同チームの第３陣として本部３名、調査班23名の
合計26名で石川県輪島市へ災害支援に行ってきました。業務内容は、罹災証明書発行のための被害認定調査の
業務でした。調査は、４人１組で行い、私は記録係として被害状況の写真撮影をする業務に従事しました。調査
は一日約30件行い、事業に従事した７日間で200件を超える調査を実施しました。調査中は、倒壊寸前の建物
の間に入ることもあり、常に危険と隣り合わせでした。
　被災状況は事前にテレビ等で知ってはいましたが、倒壊した家・大きな亀裂により通れない道路・液状化した土
地を実際に見ると、改めて地震の恐ろしさを痛感しました。また、調査を行う中で雪や雨など天気に恵まれない
日も多々ありましたが、被災され大変な思いをされている現地の方に
「遠いところからありがとう、体調には気をつけて」とねぎらいの言葉
をかけてもらい、人の強さや優しさに触れることができました。宿泊
先は、富山県氷見市で毎朝6時に出発し約3時間かけて輪島市に通いま
した。道中は、地震でひび割れた道などを通るため車体の揺れが激し
く移動自体も大変でした。
　最後に、災害支援に参加して被害認定調査のやり方、災害に対しての
準備の重要性を学ぶことができました。今後は、今回の災害支援で学
んだこと活かし業務の幅を広げていきたいです。そして、被災地の一
日でも早い復興を切に願っております。 現地で活動を行う竹崎主事（写真右）

学校保健委員会だより 薬剤師　牟田　晃佑

「燃えていますか？」
　皆さん体温気にしていますか？低くないですか？ 
　私は世間で言うところの中年ですが、いわゆる生活習慣病を指摘されたことがありません。
なんならその気配すらありません。脂っこい食事も好きですし、間食もしますし、週末はお酒
もたしなみます。ジュース類は飲まないくらいで特に節制をしておりません。
　なぜだろうと考えるとひとつの答えに辿り着きました。それは基礎代謝の良さです。思え
ば幼少期から汗かきでやせ型で脂肪のつかないタイプでした(贅沢と思われるかもしれませ
んが、それはそれで悩みではあります…)。健診や予防接種で体温を測ると36度後半から37
度前半くらいあり風邪などを疑われるくらいです。
　前置きが少々長くなりましたが、ここからが今回の本題です。人は体温が下がると免疫力
が低下し感染症にかかりやすくなり、また基礎代謝も落ちるためエネルギーが消費されず内
臓脂肪が増え生活習慣病を引き起こします。
　50年前と比べると今の日本人の体温は0.7度近く下がっているそうです。現代では何を
するにも便利になり体を動かさなくてよくなったことで筋肉量が低下したことが大きな原因
と考えられています。そりゃ感染症にもかかりやすくなり、がんも増え、生活習慣病にもなる
わけです。体温を上げるために次の３つのことを試してみてください。
① 冷たいものをなるだけ飲食しないようにし、根菜類や生姜などを食べる
② シャワーで済ませず湯舟につかり、腹巻き、靴下などであたたかくししっかり眠る
③ 適度な運動をする
　難しいことではないでしょう？ほんの少しの意識で少しは変わると思います。
　体温を上げ基礎代謝を上げるといいことばかりです。日々心掛けてみてはいかがでしょう。

令和６年度の国民年金保険料月額は
16,980円です

　４月から翌年３月までの国民年金保険料の月額は、前年度より460円引き上
げられ16,980円になります。
　令和６年度の納付書は、日本年金機構から４月上旬に送付されますので、金
融機関、郵便局、コンビニエンスストアで納付してください。口座振替やクレ
ジットカードでも納付できます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することで、月々50円割引
される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６ヶ月前納・１年前納・２年前
納もあり大変お得です。

【問い合わせ】　八代年金事務所　　　☎0965-35-6143
　　　　　　　保健福祉課　国保係　☎0966-35-1032
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・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（村に申請し、広域連合の認定を受けた日から加入）
※ �一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１〜３級及び４級の一部、精神障害者手帳に記載された障がい等級が１〜２級、

療育手帳に記載された障がいの等級がA判定の方などです。
※ �一定の障がいに該当する方の加入（障がい認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、いつでも撤回することができます。

ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
※ 生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３ヶ月未満である方などは対象になりません。

後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
  後期高齢者医療制度の対象となる方

  令和６年度の保険料率
・ �後期高齢者医療制度は公費（５割）、現役世代からの支援金（４割）、被保険者からの保険料（１割）で運営

しています。後期高齢者医療保険料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。必ず納期限ま
でに納めましょう。

・ 保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・ 保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。
・ 制度改正に伴い、年間保険料の限度額と所得割率に激変緩和措置が適用されます。

年間保険料額
（限度額80万円）※１

均等割額
（被保険者１人あたり）

58,000 円
= +

所得割額
総所得金額等  -43万円

※２（基礎控除）
×

所得割率
10.98％ ※３

※１  �令和６年３月31日までに75歳になった被保険者及び令和７年３月31日までに障害認定により被
保険者になった方は73万円となります。

※２  �合計所得金額が2,400万円超の方は、合計所得金額に応じて基礎控除額が逓減し、2,500万円超で基
礎控除額が0円となります。

※ ３  令和５年の総所得額等から基礎控除額を差し引き、58万円までの方は10.80％となります。

※１  �給与所得者等が２人以上いる世帯については、基礎控除額（43万円）に以下の金額が加算されます。
（給与所得者等の数－１）×10万円

※２  �「給与・年金所得者の数」とは、給与収入が55万円超または年金収入が125万円超（65歳以上の場合。
65歳未満の場合は年金収入が60万円超）の方の合計人数です。

※3   �均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
また、年金所得については高齢者特別控除15万円を控除した額で判定します。

  所得が低い方への均等割額軽減

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額
【基礎控除額※１】以下の世帯 ７割７割

【基礎控除額※１+29.5 万 × 被保険者数】以下の世帯 ５割５割
【基礎控除額※１+54.5 万 × 被保険者数】以下の世帯 ２割２割

◆保険料の均等割額の軽減（令和６年度から改正されました）

【問い合わせ】　保健福祉課　国保係　☎0966-35-1032
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市房ダム洪水対応演習を実施します！
◆日時　自　１日目　令和６年（2024年）４月23日（火）　9：00〜17：00
　　　　至　２日目　令和６年（2024年）４月24日（水）　9：00〜17：00
◆演習概要　（１）沿川住民への放流周知等の実施
　　　　　　　　�球磨川沿いに設置している警報局（全16局）から放送及びサイレンが鳴ります。なお、

放送及びサイレン吹聴は、１日目（４月23日）のみ実施する予定です。
　　　　　　（２）情報伝達訓練
　　　　　　　　関係市町村等への情報伝達訓練を行います。
　　　　　　（３）机上訓練
　　　　　　　　ダム職員によるゲート操作等の机上訓練を行います。
◆そ の 他 　・ 演習のため、ダムから実際の放流は行いません。
　　　　　・ �演習当日、降雨等によって実際の放流を行うことが予想される場合は、演習を中止する

場合があります。

【問い合わせ】　熊本県市房ダム管理所　管理課　〒８６８-０７０１　球磨郡水上村岩野3-6
　　　　　　　☎44-0304　FAX：44-0659
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 お知らせ

自
衛
官
募
集
中

　
（
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
定
員　
１
０
０
名
程
度

■
受
講
料　

　
年
額
６
，０
０
０
円

　
（
入
会
金　
１
，０
０
０
円
）

■
申
し
込
み
方
法

　
は
が
き
に
、住
所・氏
名・生
年
月　

日・連
絡
方
法（
電
話
等
）を
記
入
し　

４
月
10
日
ま
で
に

　
〒
８
６
８-

０
０
２
４

　
人
吉
市
鶴
田
町
16
米
津
方

　
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

　
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

☎︎
０
９
６
６-
２
２-

４
４
７
７

■
出
品
部
門

　
日
本
画・洋
画・写
真・書・彫
刻・工

　
芸（
６
部
門
）

■
出
品
資
格

　
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以

　
上
で
あ
る
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
出
品
作
品

　
1
人
１
部
門
１
点　

　
た
だ
し
２
部
門
ま
で

■
出
品
料

　
1
点　
１
，０
０
０
円

■
テ
ー
マ　
特
に
定
め
な
い

■
表
彰
等

　
　
部
門
ご
と
に
金
賞
１
点
、銀
賞
１

　
点
、銅
賞
１
点
、奨
励
賞
２
点
以
内
、

　
佳
作
若
干
を
決
定
し
審
査
結
果
は
入

　
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は

　
表
彰
状
を
授
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　
前
年
度
作
品
展
に
お
い
て
金
賞
ま
た

　
は
銀
賞
を
受
賞
し
た
方
の
作
品
は
全

　
て
賞
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
各
部
門
の
金
賞
及
び
銀
賞
の
受
賞

　
作
品
は
、令
和
７
年
度
に
開
催
さ
れ

　
る
第
37
回
全
国
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会　

　
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
５
）

　
美
術
展
に
出
品
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
６
月
21
日（
金
）

■
申
込
方
法

　
　
各
市
町
村
、教
育
委
員
会
等
に
置

　
い
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
て
お
申

　
し
込
み
下
さ
い
。

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
の
ホ
ー
ム　

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
ま
す
。

■
作
品
展
示
期
間

　
令
和
６
年
８
月
27
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
９
月
１
日（
日
）

■
作
品
展
示
場
所

　
熊
本
県
立
美
術
館　
分
館

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
８
６
０-

０
８
４
２

熊
本
県
中
央
区
南
千
反
畑
町
３
ー
７

（
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

一
般
財
団
法
人　
熊
本
さ
わ
や
か
長

寿
財
団　
生
き
が
い
推
進
グ
ル
ー
プ

☎︎
０
９
６-

３
５
４-
３
０
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ：０
９
６-

３
５
４-
３
１
０
３

家族みんなで「健康づくり」

子供を中心に、家族みんなで基本的生活習慣を見直し、
「からだづくり・こころづくり」をめざしましょう！

相良村地域学校保健委員会

●早寝早起き
●バランスの良い朝ごはん
●歯みがき（食べたらみがこう）
●運動（徒歩通学・自転車通学・  
　　　  外遊び）

家族みんなでチャレンジ！

Ｆ
Ａ
Ｘ：０
９
６
５-

３
２-

８
９
５
１

M
a

il

：w
a

-ro
o

ts@
se

iryu
-

hikaw
a.com

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://hikaw
agakuen.com

/
w

aroots/

　

自
衛
官
補
な
ど
の
募
集
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、人
吉
地

域
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

人
吉
地
域
事
務
所

☎︎
０
９
６
６-

２
２-

４
７
０
４

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
す
。
高

齢
者
の
た
め
の「
出
会
い・学
び・楽
し

む
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、健
康・生
き
が

い
づ
く
り
を
目
指
す
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
入
学
資
格　

　

人
吉
球
磨
に
在
住
し
て
い
る
60
歳

　
以
上
の
方（
50
歳
以
上
で
も
可
）

■
講
座
内
容　

　
地
域
の
歴
史
及
び
文
化・健
康
づ
く

　
り・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他

■
日
時　

　
毎
月
第
三
月
曜
日

　
13
：
00
〜
15
：
00

　
（
※
５
月
入
学
式
予
定
）

■
場
所　

　
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
他

第
36
回
熊
本
県
シ
ニ
ア
美
術
展
〜
60

歳
か
ら
の
技
と
美
〜（
旧
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
作
品
展
）作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度　
人
吉
球
磨
さ
わ
や
か

大
学　
受
講
生
を
募
集
中

未
来
に
向
か
っ
て

出
発
進
行
！

湯前線開業100周年を記念し
球磨郡市広報担当で特集を組みました

特 集
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100th anniversary 球磨郡市広報研究協議会合同特集

湯
前
線
の
歴
史

　

く
ま
川
鉄
道
の
前
身
で
あ

る
国
鉄
湯
前
線
は
大
正
13
年

（
１
９
２
４
年
）３
月
30
日
に
開

業
。当
初
は
人
吉
・肥
後
西
村
・一

武
・
免
田
・
多
良
木
・
湯
前
の
６

駅
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。山
々

に
囲
ま
れ
た
球
磨
盆
地
を
走
る
湯

前
線
に
は
、人
々
だ
け
で
な
く
木

材
を
積
ん
で
走
る
貨
物
列
車
と
し

て
の
一
面
も
。し
か
し
、ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
発
達
や
外
国
産
木
材
な
ど

の
需
要
増
の
影
響
で
、多
良
木
～

湯
前
間
、続
い
て
、人
吉
～
多
良
木

間
の
貨
物
列
車
が
廃
止
。自
動
車
の

普
及
で
人
々
の
利
用
も
減
り
、つ

い
に
は
旅
客
列
車
も
廃
止
の
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。湯
前
線
は
国

鉄
分
割
民
営
化
後
に
発
足
し
た
Ｊ

Ｒ
九
州
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、

廃
止
す
る
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

　
湯
前
線
の
頃
か
ら
利
用
者
の
大

部
分
を
占
め
る
の
は
、沿
線
に
通

う
学
生
た
ち
で
し
た
。学
生
た
ち

の
通
学
手
段
を
残
す
た
め
に
地

域
住
民
が
協
力
し
、存
続
運
動
を

沿
線
地
域
で
展
開
。行
政
と
民
間

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
で
の
存
続
が
決
ま
り
、平
成
元

年（
１
９
８
９
年
）10
月
１
日
に
、

く
ま
川
鉄
道
と
し
て
の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
地

域
の
足
と
し
て
活
躍
を
続
け
、こ

と
し
３
月
30
日
に
国
鉄
湯
前
線
開

業
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

▼国鉄時代の湯前駅と蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

― 国鉄時代を振り返って ―

　一番大変だったのは機関車をバックで運転することでした。湯前駅に

は機関車の方向を変える転車台がないため、人吉駅～湯前駅までバック

で運転しなければなりません。後ろには石炭などを載せた炭水車を連結

していて、進行方向が確認できず、窓から顔を出して運転していました。

石炭のくずなどが顔に飛んでくるため、防じん眼鏡をかけないと運転で

きませんでしたし、冬は風が冷たくて大変でした。霧が濃い日は視界が

悪いため、速度を落としながら汽笛を頻
ひんぱん
繁に鳴らしていました。

― くま川鉄道への思い ―

　令和２年７月豪雨災害で、くま川鉄道が今後どうなるのか心配でした

が、永江社長を中心に社員の皆さんも一生懸命頑張っていらっしゃいま

す。鉄道は単に人や物を運ぶだけでなく、心のつながりの場所。上・中・

下球磨を１つの線路とすることで、人々の交流や心のつながりが生ま

れる場所になればうれしいです。大変だとは思いますが、地元の鉄道を

守ってもらいたいと思います。

立山 勝徳 さん（88＝人吉市）
昭和32 年に日本国有鉄道（通称：国鉄）

に入社。機関士として蒸気機関車（SL）や

ディーゼル機関車を運転。昭和62 年に退

職。現在は中学生を対象に鉄道について

の講話を行っている。

人吉鉄道観光案内人会 会長

１
９
２
４
年
３
月
30
日

鉄
道
省（
国
鉄
）湯
前
線
開
業

人
吉
・
肥
後
西
村
・
一
武
・
免
田
・
多
良

木
・
湯
前
の
６
駅
で
運
行

１
９
３
７
年
４
月
１
日

東
人
吉
駅（
現
・
相
良
藩
願
成
寺
駅
）で

旅
客
・
貨
物
の
営
業
開
始

１
９
５
３
年
７
月
15
日

川
村
駅
・
木
上
駅
を
新
設

１
９
６
３
年
４
月
５
日

東
免
田
駅
・
東
多
良
木
駅
を
新
設

１
９
８
７
年
４
月
１
日

国
鉄
分
割
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
移
管

１
９
８
９
年
４
月
26
日

く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
発
足

１
９
８
９
年
10
月
１
日

く
ま
川
鉄
道
湯
前
線
の
運
行
開
始

お
か
ど
め
幸
福
駅
・
公
立
病
院
前
駅
・

新
鶴
羽
駅
を
新
設

２
０
０
９
年
４
月
１
日

人
吉
駅
を
人
吉
温
泉
駅
・
免
田
駅
を
あ

さ
ぎ
り
駅
に
変
更

２
０
２
０
年
７
月
４
日

豪
雨
災
害
で
球
磨
川
第
四
橋
梁
流
失
、

５
両
の
車
両
が
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害

を
受
け
、全
線
運
休

２
０
２
０
年
７
月
20
日

代
替
輸
送
バ
ス
運
行
開
始

２
０
２
１
年
11
月
28
日

肥
後
西
村
駅
～
湯
前
駅
間
の
運
行
を
再
開

２
０
２
４
年
３
月
30
日

国
鉄
湯
前
線
開
業
か
ら
１
０
０
年

２
０
２
５
年
度

く
ま
川
鉄
道
全
線
復
旧（
予
定
）

Interview

「地域の宝」 であり続けるために

令和６年３月30日。

くま川鉄道の前身、国鉄湯前線の開業から100 年を迎えます。

度重なる苦難を乗り越えながら、人吉球磨に住む人々の生活を支え続けてきた鉄道は

「地域の足」であるとともに「地域の宝」でもあります。

この先も「地域の宝」であり続けるために必要なものは―。

国鉄湯前線・くま川鉄道のこれまでと、これからを追いました。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・
山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。

湯前線開業 100周年記念特集
鉄道は
心のつながりの場所

▲田んぼのそばを黒煙を上げて走る国鉄湯前線の蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

湯前線開業100 周年を
記念し、列車の先頭部に
特製ヘッドマークを取
り付けて運行中です！
期間：９月30 日まで
運行：肥後西村～湯前区
間、毎日運行

開業100 周年記念事業

ヘッドマーク運行 くまてつまつり
5 月５日に「湯前線100
周年記念くまてつまつ
り」を開催！子どもから
大人まで楽しめる鉄道
一色のイベントです。

湯前線100 周年を祝って、
くま川鉄道株式会社では
さまざまな記念事業が計
画されています。くわしく
は同社のホー
ムページをご
覧 く だ さ い。

▲�ホームページ
※写真は昨年開催の「秋のく

まてつまつり」の様子
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100th anniversary

く
ま
鉄
の
今

過
疎
地
域
の
公
共
交
通

　

国
鉄
時
代
か
ら
人
吉
球
磨
地
域

の
足
と
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を

運
び
続
け
て
い
る
く
ま
川
鉄
道
。

過
疎
地
域
の
最
重
要
課
題
と
も
言

え
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

影
響
は
、地
域
の
公
共
交
通
に
も

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
く
ま
川
鉄
道
の
主
な
利
用
者
は

高
校
生
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い

人
た
ち
。生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
で
定
期
券
収
入
も
減
少
。

赤
字
経
営
が
続
く
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

災
害
と
コ
ロ
ナ

　

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

く
ま
川
鉄
道
に
さ
ら
な
る
試
練

が
。全
世
界
の
有
り
様
を
一
変
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
と

県
南
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、高
い
感
染
性
か
ら
人
の
動
き

を
制
限
し
、公
共
交
通
機
関
な
ど

の
経
営
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
と
な
っ
た

～
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
乗
り
越
え
て
～

▲豪雨災害で浸水被害を受けた車両

こ
と
で
、人
の
動
き
は
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、公
共
交
通
機
関
が

受
け
た
損
失
は
依
然
、残
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は

球
磨
川
第
四
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
流
失
や
保

有
す
る
全
車
両
が
水
没
す
る
な

ど
、く
ま
川
鉄
道
も
甚じ
ん

大だ
い

な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。３
両
を
復
旧
整

備
し
、現
在
は
湯
前
駅
〜
肥
後
西

村
駅
間
の
部
分
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。肥
後
西
村
駅
～
人
吉
温
泉

駅
間
は
代
替
バ
ス
で
対
応
中
。利

用
者
の
大
半
が
乗
り
換
え
を
余よ

ぎ儀

な
く
さ
れ
る
状
況
で
す
。

▲通学のため車両に乗り込む生徒たち（あさぎり駅）

くま川鉄道利用者の声

◀�ファミリーマートIC 店（人吉

市鬼木町）前で代替バスを降

りる生徒。ここから徒歩で人

吉高校に

福田 陽
は る ね

音 さん
（球磨中央高３年＝水上村）

　入学時はバス通学でしたが、

１年生の後半から部分運行が

始まり、くま川鉄道を利用し始

めました。友達と楽しく会話し

たり、車内から見る夕焼けはと

てもきれいで癒されます。

　くま川鉄道の存在は生徒に

とっても、地域にとっても大切

だと思うので、少しでも早い全

線復旧を願っています。

生徒にとっても、地域にとっても大切な存在

左）尾方 亮太 さん（球磨工業高２年＝多良木町）

右）黒木 翔太 さん（　〃　＝あさぎり町）

尾方さん）くま川鉄道

がなかったら、親に送

迎してもらう方法しか

なく、それでは親に大

きな負担がかかると思

うので、鉄道の存在は

ありがたいです。

黒木さん）くま川鉄道

のおかげで毎日楽しく

登下校できています。

親への負担が減って助かっています

おはようございます
行ってきます！

全
線
再
開
に
向
け
て

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
流

失
し
た
球
磨
川
第
四
橋
梁
の
復
旧

工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。同

工
事
を
含
め
、全
線
再
開
に
向
け

て
支
援
し
て
い
る
の
が「
く
ま
川

鉄
道
再
生
協
議
会
」で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
地
元
自
治
体
や

関
係
団
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
進

め
、支
援
策
や
利
活
用
促
進
策
な

ど
の
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。今
後
は
上※

下
分
離
方
式
の
導

入
に
向
け
、鉄
道
施
設
な
ど
を
管

理
す
る
新
た
な
法
人
の
設
立
や
く

ま
川
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
移
管
す

る
鉄
道
施
設
な
ど
の
整
理
調
整
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　
部
分
運
行
で
高
校
生
の
通
学
の

足
と
し
て
再
開
し
た
く
ま
川
鉄

道
。以
前
は
始
発
か
ら
多
く
の
高

校
生
が
乗
り
込
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、高
校
の
朝
課
外
授
業
が

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1,415,071人

425,541人

▲30 年間で約100 万人減少している

【年間利用者数の推移】

無
く
な
っ
た
こ
と
で
、そ
の
風
景

は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
人
々
の
生
活
の
あ
り
方
で
鉄
道

を
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、く
ま
川
鉄
道

は
今
日
も
変
わ
ら
ず
球
磨
盆
地
の

中
央
を
走
り
ま
す
。こ
の
風
景
が

次
の
１
０
０
年
ま
で
続
く
た
め
に

は
、私
た
ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

▲部分運行再開をみんなでお祝い

▼復旧作業中の球磨川第四橋梁（肥後西村駅～川村駅間）※
上
下
分
離
方
式
…
線
路
な
ど
の
施
設
管

理（
下
部
）と
車
両
な
ど
の
運
行
・
運
営
（
上

部
）を
す
る
組
織
を
切
り
分
け
、下
部
と
上

部
の
会
計
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
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100th anniversary

く
ま
鉄
の
魅
力
～
全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
も
注
目
～

▲普段見ることのできない景色がたくさん

▲輪っかの下のバッグにタブレットがある

▲周辺は「幸福」一色のおかどめ幸福駅

我ら、くま鉄応援団！

寄付やグッズ購入などでくま鉄を応援する人は全国に。その中で、テレビ番組を

通してくま川鉄道の永江社長と出会い、社長公認の「くま川鉄道東京支社」とし

てボランティアで応援活動をする夫婦にくま鉄への思いを聞きました。

く
ま
鉄
の
未
来

鉄
道
復
旧
に
懸
け
る
思
い

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
く

ま
川
鉄
道
が
甚じ
ん
だ
い大

な
被
害
を
受
け

た
と
き「
赤
字
が
年
間
８
千
万
円

あ
る
会
社
な
の
に
50
億
円
も
の
費

用
を
掛
け
て
鉄
道
を
復
活
さ
せ
る

の
は
ど
う
か
」と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
が「
復
旧
＝
存
続
」「
復
旧

し
な
か
っ
た
ら
廃
線
」に
な
る
と

思
い
、高
校
生
の
通
学
の
足
が
ど

う
な
る
の
か
を
一
番
に
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、目
的
地
ま
で
の
所
要

時
間
が
短
い
速
達
性
や
大
量
輸
送

性
、正
確
に
到
着
す
る
定
時
性
な

ど
の
利
便
性
、運
行
費
用
な
ど
を

バ
ス
な
ど
の
ほ
か
の
交
通
手
段
と

比
較
。そ
の
結
果
、鉄
道
が
ま
だ
ま

だ
優
位
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、お
金
を
掛
け
て
で
も
復
活
し

た
方
が
こ
の
地
域
に
と
っ
て
最
善

だ
と
い
う
こ
と
に
。１
日
も
早
い

鉄
道
の
復
旧
・
復
興
が
責
務
だ
と

思
い
、社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
復
旧
・
復
興
事
業
と
同
時
に
通

常
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

～
こ
れ
か
ら
も
人
吉
球
磨
に
は
「
く
ま
鉄
」が
必
要
～

赤
字
対
策
に
動
画
配
信

　

収
入
源
を
増
や
す
取
組

と
し
て
、
令
和
４
年
６
月
に

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
く
ま
鉄
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。現
在（
１
月
末
時
点
）、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
は
約
３
千

人
。公
開
し
た
動
画
を
再
生
す
る

こ
と
で
、く
ま
川
鉄
道
に
収
入
が

入
り
ま
す
。こ
の
収
入
で
少
し
で

も
赤
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、鉄
道
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
補

助
金
を
医
療
や
福
祉
、教
育
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。人
吉
球
磨
の
皆
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、

協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

鉄
道
が
必
要
な
理
由

　

現
在
、湯
前
駅
～
肥
後
西
村
駅

間
で
部
分
運
行
を
し
な
が
ら
、令

和
７
年
度
の
全
線
開
通
に
向
け
て

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。く
ま
川

鉄
道
が
ほ
か
の
輸
送
手
段
よ
り
優

現
存
す
る
唯
一
の「
幸
福
」駅

　

く
ま
川
鉄
道
の
駅
に
は「
お
か
ど
め

幸
福
駅
」と
い
う
名
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

く
ま
川
鉄
道
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
湯
前
線
を
引

き
継
い
だ
と
き
に
新
設
さ
れ
た
駅
で
、

日
本
で
唯
一「
幸
福
」の
名
が
つ
く
現
役

の
駅
で
す
。駅
近
く
に
幸
福
神
社
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
岡お

か
ど
め
く
ま
の
ざ

留
熊
野
座
神
社

が
あ
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
台
湾
国
内
で
唯
一

「
幸
福
」の
名
が
つ
く
、台
湾
新し

ん
ぺ
い北
Ｍ
Ｒ

Ｔ
の
幸
福
駅
と
、幸
福
の
つ
く
同
駅
名

の
友
好
提
携
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。台

湾
と
日
本
、新
北
市
と
人
吉
球
磨
間
の

文
化
・
経
済
交
流
を
通
し
て
、さ
ら
な

る
観
光
客
の
増
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

位
で
あ
る
以
上
、全
線
開
通
後
も

存
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。存
続
で
き
な
け
れ
ば
、

通
学
す
る
手
段
が
無
い
高
校
生
が

不
便
さ
を
理
由
に
人
吉
球
磨
を
出

て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。人
口

流
出
は
少
子
化
が
進
む
人
吉
球
磨

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性

も
…
。鉄
道
の
存
続
で
高
校
生
の

通
学
の
利
便
性
を
保
ち
、地
元
に

残
り
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
こ

と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
は
、地
域
経
済
を

考
え
る
と
、鉄
道
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
吉
球
磨
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ

く
ま
川
鉄
道
が
必
要
で
す
。湯
前

線
開
業
１
０
０
周
年
を
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、こ
れ
を
機
に「
地
域

公
共
交
通
を
み
ん
な
で
大
切
に
し

て
い
こ
う
」と
い
う
、さ
ら
な
る
気

運
の
高
ま
り
を
地
域
全
体
で
図
っ

て
い
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

くま川鉄道株式会社取締役社長

永
な が え

江 友
ゆ う じ

二 さん（59 ＝人吉市）

列車通学の経験はないが、五高校体育大会の応援に行くため
に湯前線を利用していた。列車通学の同級生から列車内での
出来事を聞くのがとてもおもしろかったことを覚えている。

チャンネルを登録して、くま鉄を応援しよう！

　くま川鉄道株式会社が運営するYouTube チャン
ネル「くま鉄チャンネル」では、くま川鉄道の魅力や
沿線地域の魅力、被災後の状況や全線復旧までの出
来事、鉄道の豆知識などを発信しています。チャン
ネルを登録してぜひご覧ください。

◀�一番人気の動画「【密

着】鉄道の車掌って

どんな仕事？」

▲�くま鉄チャンネル

九
州
で
唯
一
の
風
景
が
見
ら
れ
る

　
か
つ
て
日
本
中
の
鉄
道
で
見
ら
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
交
換
の
風
景
。タ
ブ
レ
ッ

ト
交
換
と
は
、１
つ
の
路
線
を
走
る
列

車
同
士
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
に
金
属
製

の
円
盤（
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
タ
フ
）を

持
っ
た
列
車
だ
け
が
線
路
を
走
る
仕
組

み
の
こ
と
。あ
さ
ぎ
り
駅
に
は
交
換
の

風
景
が
残
っ
て
い
て
、全
国
的
に
も
希

少
な
た
め
、こ
の
交
換
を
見
る
た
め
だ

け
に
訪
れ
る
ほ
ど
鉄
道
マ
ニ
ア
か
ら
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
被
災
に
よ
る
影
響
で
、全
線

復
旧
ま
で
の
間
、形
の
違
う
ス
タ
フ
同

士
の
交
換
を
行
う
こ
と
で
、安
全
な
運

行
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
レ
ー
ル
上
を
走
れ
る
？

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
線
路
上
を
走

る
レ
ー
ル
サ
イ
ク
ル『
く
ま
チ
ャ
リ
』。

全
線
復
旧
ま
で
の
期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト

で
す
。現
役
の
鉄
道
レ
ー
ル
を
走
る
と

い
う
、今
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
楽
し
め
ま
す
。コ
ー
ス
は
十
島
菅
原

神
社
付
近
～
相
良
藩
願
成
寺
付
近
の
往

復
約
４
キ
ロ
。木
々
で
つ
く
ら
れ
た
自

然
の
森
の
ト
ン
ネ
ル
や
球
磨
川
、人
吉

の
街
並
み
を
望
め
る
走
り
や
す
い
コ
ー

ス
を
走
行
し
ま
す
。「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
」

と
い
う
音
は
列
車
そ
の
も
の
。電
動
ア

シ
ス
ト
付
き
で
爽
快
に
楽
し
め
ま
す
。

こ
と
し
は
３
月
２
日
か
ら
運
行
開
始
予

定
。現
在
受
付
中
で
す
。

　永江社長との出会いは約７年前。ほかの鉄道事業者の手伝いをしていた私たちに、社
長から「鉄道イベントに参加したいが、社員２～３人の交通費や宿泊費などがかかるた
め参加は厳しい状況。手伝ってもらえないだろうか」と依頼があり、回数を重ねるうちに
くま川鉄道東京支社として活動するようになりました。
　令和２年７月豪雨被災前は、お客さまに「くま川鉄道はどこを走っているの？」と聞か
れることが多かったのですが、被災後は「頑張ってください」「全線開通したら乗りに行
きます」と励ましの声を多くかけてもらうようになり、皆さまの応援が我が事のように
うれしく感謝しています。一日も早く全線復旧できるよう、東京支社としてこれからも
応援し続けます。

Interview

▲鉄道イベントがある

　と聞けば無償でどこ

　へでも駆け付け、グッ

　ズ販売などに協力す

　る杉山夫妻

東京支社長  杉山 江
え り こ

利子 さん（東京都) / 副支社長  杉山 聡
さとし

 さん（北海道)
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★４月は国民健康保険税・介護保険料１期の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！
★�保育料、ブロードバンド料は毎月納期限内に納めましょう！保育料、ブロードバンド料の納期は毎月25日です。（25日が土・　
日・祝日の場合は、翌営業日になります。）

◆保健福祉関係●教育委員会ほか変更になる場合もあります４月の行事予定

  7日㈰　公立多良木病院小児科
14日㈰　増田クリニック小児科
21日㈰　やまむら小児科・内科
28日㈰　人吉医療センター小児科
29日㈪　たかはし小児科内科医院

0966-42-2560
0966-22-3570
0966-45-0005
0966-22-2191
0966-24-2222

　　４月の小児科在宅当番医
〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

香
典
返
し
〈
２
月
分
〉

上
原　
昭
光
さ
ん

上
原　
昭
光
さ
ん

（
故　
上
原　
牧
子・新
村
）

（
故　
上
原　
牧
子・新
村
）

内
川　
勝
美
さ
ん

内
川　
勝
美
さ
ん

（
故　
内
川　
芳
次・平
原
）

（
故　
内
川　
芳
次・平
原
）

林
田　
シ
ヅ
エ
さ
ん

林
田　
シ
ヅ
エ
さ
ん

（
故　
林
田　
春
雄・上
四
浦
）

（
故　
林
田　
春
雄・上
四
浦
）

平
塚　
正
和
さ
ん

平
塚　
正
和
さ
ん

（
故　
平
塚　
正・平
原
）

（
故　
平
塚　
正・平
原
）

米
田　
一
喜
さ
ん

米
田　
一
喜
さ
ん

（
故　
米
田　
喜
一・平
原
）

（
故　
米
田　
喜
一・平
原
）

畠
山　
か
な
ゑ
さ
ん

畠
山　
か
な
ゑ
さ
ん

（
故　
畠
山　
喜
一・上
園
）

（
故　
畠
山　
喜
一・上
園
）

有
瀬　
裕
子
さ
ん

有
瀬　
裕
子
さ
ん

（
故　
有
瀬　
五
朗・松
葉
）

（
故　
有
瀬　
五
朗・松
葉
）

相良村の公式LINEアカウントを開設しました。
　

湯
前
線
１
０
０
周
年
。
高
校
時

代
、毎
日
お
世
話
に
な
っ
た
く
ま

鉄
。
朝
は
、ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
に
な
り

な
が
ら
登
校
し
て
い
ま
し
た
。
夏

に
は
、友
人
た
ち
と
川
村
駅
か
ら
降

り
て
、川
辺
川
に
泳
ぎ
に
行
っ
た
の

も
い
い
思
い
出
で
す
。

杉
田　
大
地

編
集
後
記

【問い合わせ】　総務課　行政係　☎0966-35-0211

フィーチャー・フォン
（ガラケー）の場合 PC・スマホの場合

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
◆母子健康手帳交付
　ちゃちゃクラブ

●総合体育館休館日

◆オレンジさがらカフェ
　（14：00〜15：30）
　（Aコープさがら2階）

7 8 9 10 11 12 13

●総合体育館休館日

◆�７か月児育児学級
　（R5年9月生）
　（山江会場）
●�入学式　　　　　
（相良南小学校）　
（相良中学校）

14 15 16 17 18 19 20
◆母子健康手帳交付
　ちゃちゃクラブ

●総合体育館休館日

●相良村グランウド
　ゴルフ協会長杯
　（総合グラウンド）

◆�3か月児健診
　（R5年12月生）
　（相良会場）

◆健康運動教室
　（総合体育館）
　（13：30〜）

21 22 23 24 25 26 27

●総合体育館休館日

◆�1歳6か月・3歳児
健診

　（R4年7月〜9月生）
　（R2年9月〜11月生）

28 29 30
昭和の日

●総合体育館休館日

20広報さがら　2024.４


